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株　主　各　位 平成 28 年１月 28 日

石 川 県 白 山 市 福 留 町 370 番 地
株式会社ウイルコホールディングス
代表取締役会長兼社長　若林　裕紀子

第37回定時株主総会決議ご通知

拝啓　平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。
　さて、本日開催の当社第 37 回定時株主総会において、下記のとおり報告並びに決議されましたので、ご通知申し
上げます。

敬　具
記

報告事項

決議事項
　第１号議案

　第２号議案

　第３号議案

　第4号議案

1. 第 37 期（自　平成 26 年 11月１日　至　平成 27 年 10 月 31日）
　事業報告、連結計算書類並びに会計監査人及び監査役会の連結計算書類監査結果報告の件

2. 第 37 期（自　平成 26 年 11月１日　至　平成 27 年 10 月 31日）
　計算書類報告の件
　本件は、上記の内容を報告いたしました。

剰余金の処分の件
本件は、原案どおり承認可決され、期末配当金については 1 株あたり 3 円とすることに決定いたしま
した。

取締役6名選任の件
本件は、原案どおり承認可決され、取締役に若林裕紀子、大槻健、西村保彦、若林圭太郎、山本実、
金井行雄の６名が選任され、それぞれ就任いたしました。

監査役1名選任の件
本件は、原案どおり承認可決され、監査役に見山英雄が選任され就任いたしました。

補欠監査役１名選任の件
本件は、原案どおり承認可決され、補欠監査役に柳谷内健一が選任されました。

以　上
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１.	当期の業績の概況
　当連結会計年度（平成 26 年 11 月１日～平成 27 年 10 月 31 日）にお
ける我が国の実質経済成長率は、4 － 6 月期においては△ 0.7％でしたが、
7 － 9 月期には 1.0％とプラスの伸びを見せております。しかしながら、景
気を支える個人消費は依然低迷しています。また、円安による原材料の高
騰、印刷・情報用紙の国内出荷額の継続的減少など、情報・印刷事業にとっ
ては厳しい状況が続いております。このような環境の中、お客様の多様な
ニーズに合わせ独自の新製品開発を推進するとともに、これらの独自製品
を軸に提案営業を積極的に展開して参りました。また、製造部門においては、
生産性改善に継続的に取り組んでおります。メディア事業におきましては、
地域に根差した情報誌という特性を活かし、地域の求人情報を含め顧客ニー
ズを掘り起すとともに、平成 27 年６月より新しい試みとして、常設型のミ
ドル・シニア層向けの対面型情報発信基地として「ぱどあすたいむカウン
ター」をスタートさせました。
　当連結会計年度の業績は、売上高は 148 億１千６百万円（前期比 6.7％
増）、営業利益は２億９千４百万円（前期比 433.5％増）、経常利益は
３億２千１百万円（前期比 519.2％増）、特別利益として関係会社株式売
却益２億６百万円等の計上、また特別損失として訴訟和解金１億４百万
円等の計上により、当期純利益は４億２千万円（前期比 473.5％増）と
なりました。
　セグメントの業績は次のとおりであります。
　情報・印刷事業につきましては、当社独自製品の受注は増加しましたが、
取引先・製品販売構成の見直しを進めた結果、セグメント売上高は 115
億６百万円（前期比 6.7％減）と減収になりました。しかしながら、取引先・
製品販売構成の改善を図ることにより利益率が向上したこと並びに継続的
生産性改善によるコスト削減が奏功し、セグメント利益は６億２千８百万円

（前期比 73.7％増）と大幅に増加いたしました。
　メディア事業につきましては、無料情報誌の発行による売上高は横ばいで
推移しましたが、郵便物等の発送代行事業譲渡等の影響により、セグメント
売上高は 42 億４千８百万円となりました。しかしながら、セグメント利益は、
販売経費の削減により３千９百万円とほぼ予算通りとなっております。

２.	当期の配当について
　当社は事業拡大や経営体質の強化を図るために必要な資金を内部留保し
つつ、安定した配当を継続して行うことを基本方針としております。
　当期の配当につきましては、１株あたり 3 円としております。

　当社では収益の改善に努め、継続的に利益を確保できる企業体質を目指
してまいりますので、株主の皆様にはご理解を賜りますようお願い申し上げ
ます。

3.	対処すべき課題
　当社グループは、お客様の信頼にお応えし満足していただけるよう、時
代の変化に対応して参ります。そのために、情報・印刷事業においては、
少量多品種に対応できる生産体制を整えるとともに、平面の印刷物に加え
立体の印刷加工製品も短納期で安価に供給できるよう投資を行ってまいり
ます。また、メディア事業においては、紙メディア、IT メディア、イベント
等のプロモーションなど多様な情報発信媒体を提供しお客様のビジネスを
支えて参ります。また、環境事業においては、世界で唯一のどのような形
状にも対応できる環境負荷の少ない（剥離紙のない）連続ラベルの普及に
注力してまいります。
　また、社内管理体制においては、引き続き、関連法令、社会的規範・企
業倫理の徹底遵守、グループ全体の事業上のリスクを網羅的・統括的に管
理する内部統制により、適法かつ効率的な企業体制を通じ、企業価値の増
大と事業の継続的発展を追求してまいります。
　中期的な経営戦略・課題といたしましては、次の施策により売上拡大、
コスト削減を図ることにより、利益の確保・増大と財務体質の強化を図って
まいります。
① 多様な情報発信媒体の提案営業により、新規顧客の獲得・既存得意先の

シェア拡大を図り、売上の拡大と利益の向上を図ってまいります。
② 当社独自のノウハウと設備を活かしたオリジナリティの高い製品の開発、

少量多品種に対応できる製造体制の構築により、事業領域の拡大を含め
た売上の増進と利益の向上を図ってまいります。

　株主の皆様におかれましては、今後ともより一層のご支援とご鞭撻を賜
りますようお願い申し上げます。

株主の皆様におかれましては、平素より格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。
さて、当社グループの第37期（平成26年 11月１日～平成27年 10月 31日）が終了いたしましたので、事業の概況をご報告申し上げます。

平成 28 年１月

株式会社 ウイルコホールディングス
                   　　　 代表取締役会長兼社長　若林　裕紀子

株 主 の 皆 様 へ
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情報・印刷事業 ■ 販売促進企画
■ 商業印刷
■ 出版印刷

顧客価値の高いオリジナル製品は、お客様のご要望を形にする過
程で生まれたものがほとんどです。

「お客様にとって " 最良 " の製品」をモットーに、デザイン制作から
印刷、加工まですべての工程において今まで以上の製品を目指し、
業務にあたっています。

お客様とともに「最良」を創り上げる追求心
消費者を引き付ける販売促進ツールを提供するため、40 名を超え
るクリエイティブスタッフが効果的な企画立案からデザイン編集まで
お客様をサポートします。
また社内撮影スタジオでの専属カメラマンによる撮影、Web クリエイ
ターによるデジタルコンテンツなど幅広いニーズに対応しています。

充実したクリエイティブ体制

ユニークでギミックが効いた製品ラインナップ
開く・めくる・はがす、紙ならではのギミックを効かせた製品ラインナッ
プは、受け取った方が思わず「アクションを起こしたくなる」工夫が
満載です。これらのオリジナル製品を通じて、開封率やレスポンス率
を高める効果的な販促ソリューションをお客様に提供します。

剥離紙（台紙）をなくしてゴミを減らす「ライナーレスラベル」や「ご
みゼロラベル」、針金を使わない糊付け製本の「グルー製本」など、
環境対策型製品の提供・普及に努めています。また、印刷工程に
おいても「水なし印刷」を推進し、環境へ配慮しています。

環境にやさしい印刷の推進国内屈指の最新鋭設備
大量印刷、断裁・折り加工、糊、印字、封入・封緘まで一括して
対応が可能。輪転機と加工機を直結することにより最終製品まで仕
上げるインライン・フィニッシング・システムをはじめとする最新鋭の
機械設備によって、印刷に関する様々なニーズに応えます。

事 業 内 容 の 紹 介

メディア事業 ■ 無料情報誌の発行

ぱどの基本的コンセプト「地域密着」を軸に、地域の人々の声を、
また、地域の事業者様の広告を地域の人々に発信する紙媒体とし
ての機能を果たしています。

地域密着の無料情報誌
地域に根ざした求人情報を、地域の人々にお届けしております。

求人情報

紙媒体とＩＴ媒体との相乗効果により来客促進を図るために、スマホ
を活用した新サービスを展開します。

ＩＴ媒体
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当社グループの製品紹介

特殊加工を施し、お客様の個人情報を隠す
機能をあらかじめ付加したチラシです。 折り返
して擦るだけという簡単な動作で情報を隠す
ことができるので、返信率アップが期待できま
す。 パンフレットやカタログなど、幅広くご活
用いただけます。

開くと中に折り込んだ部分が起き上がり、立
体的な紙面を形成します。またブック内のシー
ルは両面印刷ができ、折り加工を施すことに
より、シールを立たせることも可能です。シー
ルの台紙部分にも印刷が可能なため、剥が
した後に何が隠れているかめくる楽しみを演
出することもできます。  

魔法のシールR

魔法のペーパークラフトR
従来品とは異なるハサミも糊も不要な新しい
ペーパークラフトです。無駄なゴミが出ず道具も
不要なため、小さなお子様でも手軽に組み立て
ることができ、裏面や台紙にも印刷が可能なの
で細かい部分にこだわったクオリティの高いアイ
テムを造ることができます。配布用のイベントグッ
ズなど様々な用途で効果を上げています。

目隠しチラシ

動画もCHECK!

動画もCHECK!動画もCHECK!
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C S R ( 社 会 的 責 任 ) に 向 け た 取 り 組 み

エコキャップ推進協会
の活動に参加本社（石川）地区において、年

2回の献血活動を実施していま
す。長年にわたっての活動を通
じ、より一層の社会貢献を図り
ます。

定期的な献血活動の実施

当社グループでは、ペットボトル
のキャップを分別・回収し、日々
の生活の中でできる環境問題
への取り組みと発展途上国の
子どもたちへワクチンを贈る活
動に参加しています。

ト ピ ッ ク ス

広州／ドガン／東京の三都市で展示会に出展しました
平成２７年３月と４月、中国市場への展開を目的に ｢ＳＩＮＯＬＡＢＥＬ
（広州市）」、「ＰＲＩＮＴ　ＣＨＩＮＡ（ドガン市）」の二つの展示会で
「ごみゼロラベル」と「ウェルレーベル」の展示を行いました。
また、同年７月１～３日にかけて東京ビッグサイトで開催された
「コンテンツ２０１５」では、「魔法のシール」、「魔法のペーパー
クラフト」、「ごみゼロラベル」、「ウェルレーベル」などを出展し、
いずれの会場でも来場された方からは当社の独自製品に対する
驚きや関心を示すお言葉を多数頂きました。
今後も当社の独自性を強みに販路の拡大を進めていきます。

ウェルレーベルは、ラベルシールの粘着性を保護するため
必要不可欠だった台紙（剥離紙:ライナー）を一切使用しな
いライナーレスラベルです。ラベル自体の性能は従来品
と同じ。形状も思いのままで、コストパフォーマンスにも優
れています。

wellabel（ウェルレーベル）

使用後にはゴミとなってしまう剥離紙を使用しないため、
環境にやさしく、ゴミ処分コストもかかりません。

一枚一枚ずらしながら積層するタイプのライナーレスラベルで
あるためラベル形状に制約はなく、様々なラベルに対応できます。

1ロールに巻きつけるラベル枚数が従来の2倍に増加する
ため、ロール交換の回数・作業時間の削減にもつながります。
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連結貸借対照表

科　目 当連結会計年度末
平成27年10月31日現在

前連結会計年度末
平成26年10月31日現在

資産の部

　流動資産 7,433  6,677 

　　現金及び預金 3,544  2,630 

　　受取手形及び売掛金 3,069  3,435 

　　商品及び製品 86  95 

　　仕掛品 105  66 

　　原材料及び貯蔵品 355  278 

　　繰延税金資産 11 10

　　その他 286  207 

　　貸倒引当金 △ 26  △ 47 

　固定資産 5,693  5,726 

　　有形固定資産　 4,440  4,514 

　　　建物及び構築物 1,178  1,256 

　　　機械装置及び運搬具 623  761 

　　　土地 2,131  2,131 

　　　リース資産 344  329 

　　　建設仮勘定 120  4 

　　　その他 40  32 

　　無形固定資産 90  182 

　　　借地権 5  5

　　　ソフトウエア 32  44 

　　　のれん 50 130

　　　その他 2  2 

　　投資その他の資産 1,162  1,029 

　　　投資有価証券 949  862 

　　　長期貸付金 20  10

　　　破産更生債権等 42  86 

　　　繰延税金資産 5 2

　　　その他 213  181 

　　　貸倒引当金 △ 69  △ 113 

資産合計 13,126 12,404

（単位：百万円）

科　目 当連結会計年度末
平成27年10月31日現在

前連結会計年度末
平成26年10月31日現在

負債の部

　流動負債 4,518  4,597 

　　支払手形及び買掛金 1,520  1,653 

　　電子記録債務 1,599  1,633 

　　短期借入金 100  100 

　　1 年内返済予定の長期借入金 334  319 

　　リース債務 69  117 

　　未払金 487  485 

　　未払法人税等 40  39 

　　賞与引当金 104  98 

　　その他 263  148 

　固定負債 2,564  2,088 

　　長期借入金　 1,493  1,031 

　　リース債務 307  251 

　　退職給付に係る負債 429  410

　　訴訟損失引当金 －  16 

　　繰延税金負債 308  353 

　　資産除去債務 18  18 

　　その他 6  6 

負債合計 7,083  6,685 

純資産の部

　株主資本 6,137  5,756 

　　資本金 1,667  1,667 

　　資本剰余金 1,759  1,759 

　　利益剰余金 2,714  2,333 

　　自己株式 △ 4  △ 3 

　その他の包括利益累計額　 △ 101  △ 45 

　　その他有価証券評価差額金 3  83 

　　為替換算調整勘定 △ 75  △ 82 

　　退職給付に係る調整累計額 △ 29 △ 46

　少数株主持分 6 7

純資産合計 6,043  5,719 

負債及び純資産合計 13,126  12,404 

連 結 財 務 諸 表
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連結損益計算書 　　　　　　　　　（単位：百万円）

科　目
当連結会計年度
平成26年11月１日から
平成27年10月31日まで

前連結会計年度
 平成25年11月１日から
平成26年10月31日まで

売上高  14,816  13,883 

売上原価  11,694  11,565 

　売上総利益　　  3,121  2,317 

販売費及び一般管理費  2,827  2,262 

　営業利益  294  55 

営業外収益  91  67 

営業外費用  64  70 

　経常利益  321  51 

特別利益  327  54 

特別損失  177  4 

　税金等調整前当期純利益  471  102 

法人税等 54 34 

　少数株主損益調整前当期純利益 416 67 

　少数株主損失 4 5 

　当期純利益 420 73 

連結キャッシュ･フロー計算書 （単位：百万円）

科　目
当連結会計年度
平成26年11月１日から
平成27年10月31日まで

前連結会計年度
 平成25年11月１日から
平成26年10月31日まで

営業活動によるキャッシュ･フロー 670  554 

投資活動によるキャッシュ･フロー	 △ 74  △ 650 

財務活動によるキャッシュ･フロー 314  454 

現金及び現金同等物に係る換算差額 2  0 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少）	 912  359 

現金及び現金同等物の期首残高	 1,588  1,229 

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 0 0

現金及び現金同等物の期末残高 2,502  1,588 

連結株主資本等変動計算書（平成 26 年 11 月 1 日から平成 27 年 10 月 31 日まで） （単位：百万円）

株主資本 その他の包括利益累計額
少数株主持分 純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 その他有価証券
評価差額金

為替換算
調整勘定

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括
利益累計額合計

 平成 26 年 11 月 1 日残高 1,667 1,759 2,333 △ 3 5,756 83 △ 82 △ 46 △ 45 7 5,719

 会計方針の変更による累積的影響額 － － 9 － 9 － － － － － 9

 会計方針の変更を反映した当期首残高 1,667 1,759 2,343 △ 3 5,766 83 △ 82 △ 46 △ 45 7 5,728

 当連結会計年度中の変動額 
    当期純利益 － － 420 － 420 － － － － － 420

    剰余金の配当 － － △ 49 － △ 49 － － － － － △ 49

    連結子会社の増加に伴う減少高 － － △ 0 － △ 0 － － － － － △ 0

    自己株式の取得 － － － △ 0 △ 0 － － － － － △ 0
       株主資本以外の項目の連結
      会計年度中の変動額（純額） － － － － － △ 79 6 17 △ 55 △ 1 △ 56

 当連結会計年度中の変動額合計 － － 371 △ 0 371 △ 79 6 17 △ 55 △ 1 314

 平成 27 年 10 月 31 日残高 1,667 1,759 2,714 △ 4 6,137 3 △ 75 △ 29 △ 101 6 6,043
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貸借対照表 （単位：百万円）

科　目 当事業年度末
平成27年10月31日現在

前事業年度末
平成26年10月31日現在

資産の部

　流動資産 2,587  1,741 

　固定資産 5,772  5,625 

　　有形固定資産 3,431  3,391 

　　無形固定資産 8  8 

　　投資その他の資産 2,331  2,225 

資産合計 8,359  7,367 

負債の部

　流動負債 645  659 

　固定負債 1,837  1,437 

負債合計 2,482  2,096 

純資産の部

　株主資本 5,818  5,190 

　　資本金 1,667  1,667 

　　資本剰余金 1,765  1,765 

　　利益剰余金 2,385  1,757 

　　自己株式 △ 0  △ 0 

　評価・換算差額等 58  80 
　　その他有価証券
　　評価差額金 58 80

純資産合計 5,877  5,270 

負債及び純資産合計 8,359  7,367 

損益計算書 （単位：百万円）

科　目
当事業年度

平成26年11月１日から
平成27年10月31日まで

前事業年度
平成25年11月１日から
平成26年10月31日まで

売上高  673  667 

売上原価  108  109 

　売上総利益　　  564  558 

販売費及び一般管理費  373  360 

　営業利益  190  197 

営業外収益  189  48 

営業外費用  38  58 

　経常利益  341  187 

特別利益  356  52 

特別損失  117  12 

　税引前当期純利益  580  227 

法人税等	 △ 97 45 

　当期純利益 677 181

個 別 財 務 諸 表

株主資本等変動計算書（平成 26 年 11 月 1 日から平成 27 年 10 月 31 日まで） （単位：百万円）

株主資本 評価・換算差額等
純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 その他有価証券
評価差額金

評価・換算
差額等合計

 平成 26 年 11 月 1 日残高 1,667 1,765 1,757 △ 0 5,190 80 80 5,270

 会計方針の変更による累積的影響額 － － 0 － 0 － － 0

 会計方針の変更を反映した当期首残高 1,667 1,765 1,757 △ 0 5,190 80 80 5,271

 当事業年度中の変動額

    当期純利益

    剰余金の配当

    自己株式の取得

    株主資本以外の項目の当期変動額（純額）

－ － 677 － 677 － － 677

－ － △ 49 － △ 49 － － △ 49

－ － － △ 0 △ 0 － － △ 0

－ － － － － △ 22 △ 22 △ 22

 当事業年度中の変動額合計 － － 628 △ 0 628 △ 22 △ 22 605

 平成 27 年 10 月 31 日残高 1,667 1,765 2,385 △ 0 5,818 58 58 5,877
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会 社 概 要 ／ 株 式 情 報

■会社概要（平成 28 年 1 月 28 日現在）				  
		

■会社の概況
商 号 株式会社ウイルコホールディングス

Wellco Holdings Corporation

設 立 昭和 54 年（1979 年）5 月

代 表 者 代表取締役会長兼社長　若林　裕紀子

資 本 金 16 億 6,762 万円

本 社 所 在 地 石川県白山市福留町 370 番地

事 業 所 本社
東京事務所

重 要 な 子 会 社 株式会社ウイル・コーポレーション
株式会社関西ぱど

■株式情報（平成 27 年 10 月 31 日現在）

		

■株式の状況
発行可能株式総数	 76,600,000 株
発行済株式総数	 24,650,800 株
株主数	 1,252 名

■大株主
株主名 株式数（株） 持株比率（％）
有限会社わかさ屋 4,800,000 19.47
若林　和芳 4,786,160 19.41
若林　裕紀子 1,920,000 7.78
鈴木　隆夫 1,170,000 4.74
株式会社桂紙業 1,000,000 4.05
大日精化工業株式会社 960,000 3.89
ウイルコ役員持株会 816,000 3.31
株式会社北國銀行 720,000 2.92
ウイルコ従業員持株会 630,216 2.55
大和輸送株式会社 504,000 2.04
 

		

　■役　　員

代 表 取 締 役
会 長 兼 社 長 若林　裕紀子

常 務 取 締 役 大槻　　　健

常 務 取 締 役 西村　　保彦

取 締 役 石田　　敏郎

取 締 役 若林　圭太郎

取 締 役（ 社 外 ） 山本　　　実

常 勤 監 査 役 髙原　　芳樹

監 査 役（ 社 外 ） 丸山　三樹雄

監 査 役（ 社 外 ） 織田　　健治

■株式分布状況（所有者別）

■株式分布状況（所有数別）

■個人・その他
	（56.21％）	 13,857,779 株

■その他国内法人
	（36.93％）	 9,103,000 株

■金融機関
（4.33％）　　	 1,068,000 株

■証券会社
（2.12％）	　　	 522,312 株

■外国個人・外国法人
（0.39％）　	 96,000 株

■自己株式
（0.02％）	　	 3,709 株

■ 500,000 株以上
（70.20％）		  17,306,376 株

■ 100,000 株以上 500,000 株未満
（11.33％）	           2,792,000 株

■ 50,000 株以上 100,000 株未満
（2.22％）	                547,088 株

■ 10,000 株以上 50,000 株未満
（7.88％）	             1,941,499 株

■ 5,000 株以上 10,000 株未満
（2.87％）	                707,000 株

■ 5,000 株未満
（5.50％）	             1,356,837 株

合計
24,650,800株

合計
24,650,800株



■ 事業年度 毎年11月1日から翌年10月31日まで

■ 定時株主総会 1月中

■ 基準日 10月 31日
その他必要がある場合は、あらかじめ公告して定めます。

■ 株 主 名 簿 管 理 人 お よ び
　 特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

　 （郵便物送付先） 〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

　 （電話照会先） 電話0120-782-031（フリーダイヤル）
※取次事務は三井住友信託銀行株式会社の全国各支店で行っております。

■ 公告の方法 電子公告により当社ホームページ（http://www.wellco-corp.
com/）に掲載します。
ただし、事故その他やむを得ない事由により、電子公告によること
ができない場合は、日本経済新聞に掲載します。

 ■ 住所変更、単元未満株式の買取のお申出先について
株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
なお、証券会社に口座がないため特別口座を開設されました株主様は、特別口座の口座管理機関
である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

安心品質を。

株 主 メ モ


